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主な議案に対する議員の態度
議　員　名

議　案　名

三
浦
賢
治
議
員

田
中
照
男
議
員

江
嵜　

悟
議
員

松
田
達
之
議
員

上
田
俊
孝
議
員

上
田
健
一
議
員

吉
川
義
雄
議
員

有
田
芳
人
議
員

片
山
裕
治
議
員

坂
本
悦
男
議
員

永
田
義
昭
議
員

笠
原
良
一
議
員

氷川町下水道条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

指定管理者の指定 (氷川町立神峡公園） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ―

指定管理者の指定 (氷川町竜北物産館） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

指定管理者の指定 (氷川町まちづくり酒屋） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

平成23年度氷川町一般会計補正予算 (第５号 ) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

平成23年度氷川町国民健康保険特別会計補正予算 (第２号 ) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

三浦賢治議員の辞職勧告に関する請願 ー ○ ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ―

ＴＰＰ (環太平洋経済連携協定 )交渉参加反対の意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

議会改革調査特別委員会の設置 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

○は賛成、●は反対、－は，採決に加わっていません。

　

平
成
23
年
11
月
18
日
・
19

日
、
氷
川
町
で
北
海
道
大
空
町

議
会
総
務
文
教
厚
生
常
任
委
員

会
の
行
政
視
察
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

大
空
町
議
会
の
み
な
さ
ん
が

氷
川
町
に
到
着
後
、
直
ち
に
氷

川
町
役
場
で
①
中
学
生
相
互
交

流
、
高
校
生
実
習
研
修
の
受
け

入
れ
②
障
が
い
者
福
祉
政
策
の

展
開
に
つ
い
て
研
修
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

研
修
に
先
立
ち
、
氷
川
町
議

会
笠
原
良
一
議
長
が
歓
迎
の
挨

拶
を
行
い
ま
し
た
。

　

笠
原
議
長
は
、「
今
年
の
2

月
に
議
会
議
員
全
員
と
藤
本
町

長
で
大
空
町
を
訪
問
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
東
藻
琴
高
校

の
特
色
あ
る
教
育
活
動
と
生
徒

の
活
発
な
活
動
を
教
え
て
も
ら

い
ま
し
た
。
ま
た
、
大
空
町
山

下
町
長
の
表
敬

訪
問
と
大
空
町

の
議
会
広
報
誌

を
学
ば
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。

冬
ま
っ
た
だ
中

で
の
観
光
事
業

や
町
施
設
の

「
メ
ル
ヘ
ン

ピ
ッ
ト
」
で
の

地
場
産
食
材
を

使
っ
て
の
食
事

提
供
や
情
報
発

信
基
地
と
し
て

の
取
り
組
み
を

学
ば
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

　

夜
の
歓
迎
交

流
は
楽
し
く
さ

せ
て
頂
き
、
本

当
に
有
意
義
な

研
修
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し

た
。
研
修
で
は

お
互
い
の
意

見
、
情
報
を
交
換
し
な
が
ら
会

を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
お
互
い
の
友
好
を
益
々
深

め
ら
れ
ま
す
よ
う
に
念
願
し
ま

す
。」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
、
中
学
生
相
互
交

流
、
高
校
生
実
習
研
修
、
障
が

い
者
福
祉
政
策
に
つ
い
て
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
第
6
回
ふ
れ
愛
・
ス
タ

デ
ィ
ー
in
大
空
町
事
業
の
成
果

を
収
め
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
上
映
も
あ

り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
氷
川
中
学
校
組
合

議
会
が
開
催
さ
れ
て
い
た
た
め

に
、
組
合
議
会
議
員
を
除
く
氷

川
町
議
会
議
員
6
名
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

研
修
後
、
氷
川
町
議
会
議
員

全
員
が
出
席
し
、
大
空
町
議
会

議
員
の
み
な
さ
ん
と
歓
迎
交
流

会
を
開
催
し
、
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

　

こ
の
研
修
に
は
大
空
町
議
会

総
務
文
教
厚
生
常
任
委
員
4
名

と
後
藤
幸
太
郎
議
長
、
田
中
勝

吉
副
議
長
と
担
当
職
員
2
名
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
11
月
24
日
、
ゴ
ミ
施
設
に
係

る
八
代
市
と
の
協
議
経
過
報
告
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

最
初
に
、
町
民
環
境
課
長
か
ら
、
八
代

市
が
進
め
て
い
る
ゴ
ミ
処
理
施
設
建
設
計

画
な
ど
の
説
明
が
あ
っ
た
後
、
藤
本
町
長

か
ら
「
八
代
市
が
新
し
く
施
設
を
造
る
と

い
う
こ
と
で
、
氷
川
町
も
一
緒
に
と
い
う

打
診
が
あ
り
、
そ
れ
を
受
け
て
八
代
市
、

氷
川
町
、
生
活
環
境
事
務
組
合
が
一
体
と

な
っ
て
協
議
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

八
代
龍
峰
地
区
の
ゴ
ミ
処
理
を
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
で
受
け
入
れ
を
と
い
う
要
望
が

あ
り
、
少
々
困
惑
し
た
と
こ
ろ
で
す
。」

と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

町
長
の
報
告
を
受
け
、
議
員
か
ら
は

「
単
独
で
や
っ
て
い
け
る
か
議
会
で
も
勉

強
し
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
」、「
広
域
化

す
る
に
し
て
も
、
交
渉
は
有
利
な
条
件
に

な
る
よ
う
に
進
め
て
も
ら
い
た
い
」
な
ど

の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
藤
本
町
長
が
「
八
代
市
か
ら
は

広
域
か
、
単
独
か
の
判
断
が
で
き
る
情
報

が
い
た
だ
け
な
か
っ
た
。
現
時
点
で
概
算

事
業
費
1
0
0
億
円
が
見
え
て
き
た
が
本

当
に
で
き
る
の
か
、
維
持
管
理
費
も
10
億

円
で
い
い
の
か
不
透
明
な
部
分
が
多
い
。

単
独
で
い
っ
た
場
合
の
計
画
な
ど
情
報
が

不
足
し
て
い
る
。
町
と
議
会
が
一
緒
に

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。」
と
述

べ
ま
し
た
。

　

国
保
運
営
協
議
会
委
員
を
選
出

　

全
員
協
議
会
で
は
こ
の
ほ
か
に
、
国
保

運
営
協
議
会
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

議
会
か
ら
選
出
さ
れ
る
新
た
な
委
員
の
選

出
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　
「
国
保
は
文
教
厚
生
委
員
会
か
ら
出
る

べ
き
で
は
な
い
か
」「
こ
れ
ま
で
の
委
員

が
継
続
し
た
ほ
う
が
い
い
」
な
ど
議
論
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
議
会
選
出

の
議
員
に
つ
い
て
は
、
三
浦
賢
治
議
員
と

上
田
健
一
議
員
を
選
出
す
る
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

広
域
か
単
独
か
を
町
と
議
会
が

一
体
で
取
り
組
む
こ
と
を
確
認

議員全員
協 議 会 どうするゴミ処理広域化か？

生活環境事務組合が運営しているゴミ処理場

大空町議会と氷川町議会との意見交換会

中
学
生
相
互
交
流
・

中
学
生
相
互
交
流
・

高
校
生
実
習
研
修
な
ど
意
見
交
換

高
校
生
実
習
研
修
な
ど
意
見
交
換

│ 

北
海
道
大
空
町
議
会
来
町 

│

　

第
75
回
町
村
議
会

広
報
研
修
会
が
、
平

成
23
年
10
月
24
日
か

ら
25
日
ま
で
の
日
程

で
東
京
・
シ
ェ
ー
ン

バ
ッ
ハ
サ
ボ
ー
で
開

催
さ
れ
、
全
国
各
地

か
ら
約
4
5
0
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

第
一
日
目
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

の
山
田
ズ
ー
ニ
ー
氏
、

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ

イ
ナ
ー
の
長
岡
光
弘
氏
、
日
本
写
真
家
協
会
専
務
理
事
の
松
本

徳
彦
氏
の
3
氏
が
、
文
章
が
相
手
に
伝
わ
る
に
は
、
書
き
手
の

「
メ
デ
ィ
ア
力
」「
意
見
」「
論
拠
」
な
ど
7
つ
の
要
素
が
あ
る
。

相
手
が
何
に
興
味
が
あ
る
か
、
関
心
を
示
す
か
、
相
手
「
目

線
」
が
大
事
で
あ
る
。
ま
た
、
読
ま
れ
る
広
報
誌
に
す
る
た
め

に
は
、「
情
報
の
タ
イ
ム
リ
ー
性
」「
わ
か
り
や
す
い
表
現
」

「
視
覚
」
が
必
要
で
あ
る
こ
と
。
写
真
に
つ
い
て
も
「
市
民
の

声
が
反
映
さ
れ
る
こ
と
」「
広
報
の
目
的
と
伝
達
」
誰
に
読
ん

で
も
ら
う
か
を
考
え
て
撮
る
こ
と
や
写
真
を
撮
る
基
本
に
つ
い

て
、
て
い
ね
い
な
講
義
が
あ
り

ま
し
た
。

　

2
日
目
は
、
エ
デ
ィ
タ
ー
・

城
市
創
事
務
所
代
表
の
城
市
創

氏
が
、
各
地
の
議
会
か
ら
提
出

さ
れ
た
一
つ
一
つ
の
議
会
広
報

誌
に
つ
い
て
き
め
細
か
な
ク
リ

ニ
ッ
ク
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を

今
後
の
広
報
誌
に
活
か
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

住民に読まれる議会広報誌を…住民に読まれる議会広報誌を…住民に読まれる議会広報誌を…住民に読まれる議会広報誌を…
議会広報研修報告

レイアウトを指導する城市　創氏


